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＜連絡事項＞

· 1/24（月）立ち入り検査が行われます。1/21（金）院内の巡視が行われますので、環境整備等徹底していきましょう。

· 医療廃棄物について、廃棄する際はボックス内に廃棄する様、徹底してください。

・インフルエンザに感染した場合

→自身がインフルエンザ感染症に罹患した場合　　　　　　　　　　　　　

発熱後、2日経過するまで出勤停止（3日目より勤務可能）

　→同居する家族がインフルエンザ感染症に罹患した場合

　　その家族が解熱後、2日経過するまで出勤停止（3日目より勤務可能）

※いずれも｢診断書｣提出。罹患した家族の診断書を提出する。

・ノロウイルス感染症について

→自身がノロウイルス感染症に罹患した場合

　　症状消失後、2日経過するまで出勤停止（3日目より勤務可能）

　→同居する家族がノロウイルス感染症に罹患した場合

　　職員自信に症状が無ければ、勤務可能。しかし、いつも以上に手洗いを徹底する事。勿論，症状が出た時点で、出勤停止。

※罹患した人（本人）の診断書のみ提出

　

· 職員一人一人、健康管理には充分注意していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 木村　義重様～排便コントロールの為、シンラック液2本処方となっています。

　　　　　　　　引き続き排便の有無を確認していきましょう。

· 小坂　君子様～退院前訪問指導の為、外出しています。帰院後、疲労感の有無や

　　　　　　　　精神症状の観察をしていきましょう。

＜田名部Ｄｒケースカンファ・診察状況＞

・倉橋　生子様～「体が揺れるような気がする。前より眩暈も強いが、イライラや動悸は無くなった」と話している。同室者に対しての他罰的になる事見られている為、主治医より、部屋移動促すも「今のままで良い」と話している。引き続き、トラブルにならないよう注意していきましょう。

· 菊地　明子様～今朝からの不調を訴えて欠食・プログラム欠席している。午後の

　　　　　　　　診察時の様子としては、表情的にやや活気なく増悪した抑うつ状態でも無いように見られている。本人より、「先の事の不安・人の輪の中に入れない、いつも1人でいる感じなんです。どうやって付き合って言ったら良いか悩んでいる」と話している。

　　　　主治医～あくまでも、個人のアチーブメントが目標である事を再度確認し、

　　　　　　　　作業・プログラムに取り組むよう話されている。

　　　　　　　　身体的に食後に「口・舌のあんばいが悪くなる」との訴えあり、抗うつ剤の変更も考慮していくを伝えられている。

· 飯豊　信雄様～昨日買い物外出をした際、パンやドラ焼きを欲しがり、決められ

た範囲をオーバーし、スタッフに土下座して頼み込む事あり、情報提供しています。

　　　　主治医～引き続き、決められた枠内で収める訓練をしていく様指導されている。

· 袴田　将志様～「退院後は日赤にして下さい」と話している。青山荘入所決め

ていたが、今になって「家に退院したいです。家族の顔が見たく

なった」とも話されている。父親とスタッフが面談をして、概ね

入所の方向で決まっていた事であるが、今は、それを翻すような

状況である。精神的には安定しているようで、思路の障害・情意

鈍磨も目立たない。本人なりに、退院後の生活については勉強等

考えている様子。引き続き青山荘入所に向けて関わって行きまし

ょう。

※豆まきの豆に関しては、制限なしとの事です。
































































